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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、ハウジング内に配置された回転軸と、回転軸に固定され且つ回転軸と一
体に回転する円筒状のコイル体と、コイル体の内周側に配置されたマグネット及びマグネ
ットホルダと、ハウジングのボトム側に配置され回転軸のボトム側端を回転自在に保持す
るボトム側軸受けと、ハウジングのヘッド側に配置され回転軸のヘッド側端を回転自在に
保持するヘッド側軸受けとを備え、ハウジングのボトムにはボトム面の中央部を外側から
内側に凹ませてハウジング内部に向けて突設し、マグネットホルダの内周側が嵌合する被
嵌合部が設けてあり、被嵌合部の凹みは底面を有し、この凹みの底面にはハウジング内側
にボトム側軸受けを当接配置してあり、マグネットホルダはハウジング内においてハウジ
ングボトムの被嵌合部に嵌合すると共にボトム側軸受けを係止していることを特徴とする
コアレスモータ。
 
【請求項２】
　ハウジングボトムの被嵌合部にはハウジングの外面が凹んだ凹部をキャップで塞いであ
ることを特徴とする請求項１に記載のコアレスモータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コアレスモータに関し、特にマグネットホルダをハウジング内に固定した構
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成のコアレスモータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、モータの回転軸の両端をハウジングの内部に固定したボトム側軸受け
とヘッド側軸受けとで回転自在に支持することが開示されている。
【０００３】
　この特許文献１に記載のモータは、コアードモータ（回転軸に設けた鉄芯にコイルが巻
かれている）であるが、ハウジングはボトム側軸受けの装着部分を外側に突設して形成し
ている。
【０００４】
　コアレスモータにおいても、特許文献１と同様に、ハウジングはボトム側軸受けの装着
部分を外側に突設して形成したものが公知である。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３０９６０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述した従来技術においては、マグネットホルダをハウジングのボトム中央部
に嵌め込んでいるため、ボトム中央部の外側への突設量を所定量とらないと、マグネット
ホルダを安定に装着できないおそれがある。そのため、ハウジングのボトム中央部の突設
量が多くなり、しかも回転軸の寸法がその突設量だけ不要に長くなるため、モータの小型
化に限界があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、モータの小型化を図ると共にマグネットホルダの安定装着が可能な
コアレスモータの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、ハウジングと、ハウジング
内に配置された回転軸と、回転軸に固定され且つ回転軸と一体に回転する円筒状のコイル
体と、コイル体の内周側に配置されたマグネット及びマグネットホルダと、ハウジングの
ボトム側に配置され回転軸のボトム側端を回転自在に保持するボトム側軸受けと、ハウジ
ングのヘッド側に配置され回転軸のヘッド側端を回転自在に保持するヘッド側軸受けとを
備え、ハウジングのボトムにはボトム面の中央部を外側から内側に凹ませてハウジング内
部に向けて突設し、マグネットホルダの内周側が嵌合する被嵌合部が設けてあり、被嵌合
部の凹みは底面を有し、この凹みの底面にはハウジング内側にボトム側軸受けを当接配置
してあり、マグネットホルダはハウジング内においてハウジングボトムの被嵌合部に嵌合
すると共にボトム側軸受けを係止していることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載の発明において、ハウジングボトムの被
嵌合部にはハウジングの外面が凹んだ凹部をキャップで塞いであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載の発明によれば、ハウジングにおいて、マグネットホルダとの被嵌合部
をハウジングの内側に突設させているから、ハウジングの外側への出っ張りが無いのでモ
ータ外形の小型化を図ることができる。また、マグネットホルダとの被嵌合部をハウジン
グの内側に突設させているので、その分従来よりも回転軸を短くでき、回転軸の重量を軽
減することによりモータ全体の重量を軽減できる。
【００１２】
　また、マグネットホルダとの被嵌合部をハウジングの内側に突設させているから、マグ
ネットホルダとの嵌合量を長く取ってもモータ外形寸法の制約を受け難く、設計の自由度
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が高いと共にマグネットホルダとの嵌合量を長くとることによりマグネットホルダの取付
け強度を高めることができ、マグネットホルダを安定に装着できる。また、マグネットホ
ルダの取付け強度が高いので、耐衝撃性に優れる。
【００１３】
　被嵌合部におけるマグネットホルダとの嵌合量を長くとって取付け強度を高めることに
より、マグネットホルダの振れや位置ズレを低減して、マグネットとコイル体との接触を
防止でき、スムーズな駆動で且つ長寿命のコアレスモータを得ることができる。
【００１４】
　請求項２に記載された発明によれば、請求項１に記載の発明と同様の効果を奏すると共
に、ハウジングのボトム外面の凹部における塵や水溜まりを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、添付図面を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。図１は本実施の
形態に係るコアレスモータの縦断面図であり、図２は図１のＡ－Ａ断面図であり、図３は
ハウジングのみを取り出して示すＡ－Ａ断面図である。
【００１８】
　本実施の形態に係るコアレスモータ１は、電動機械の動力源に用いられるモータであり
、ハウジング３と、回転軸５と、コイル体７と、マグネット９と、マグネットホルダ１１
とを備えている。
【００１９】
　ハウジング３はプレス成形により有底円筒形状に形成されており、開口側（ヘッド側）
にはヘッドカバーアッセンブリ１３が取付けられている。ヘッドカバーアッセンブリ１３
には、ヘッド側軸受け１５及び給電端子１７が取付けられている。
【００２０】
　ハウジング３のボトム１９には、半径方向中央部の外面を外側から内側に凹ませてハウ
ジング３の内部に向けて突設した被嵌合部２１が設けてある。被嵌合部２１にはハウジン
グ３のボトム１９の中央部を僅かに外側に突設した形状にして、回転軸５のボトム側端５
ａとの間に空隙Ｓを形成している。
【００２１】
　尚、ハウジング３の内周面には磁性体できた円筒状スリーブ２７が嵌合してあり、ハウ
ジング周面の磁性体の厚みを厚くして、磁気漏れを防止している。
【００２２】
　また、ハウジング３のボトム１９には被嵌合部２１による外面の凹み３３を塞ぐキャッ
プ３１が装着されている。
【００２３】
　回転軸５はボトム側に設けたボトム側軸受け２３とヘッド側に設けたヘッド側軸受け１
５とにより回転自在に保持されている。回転軸５のヘッド側端にはアダプタ２５が取付け
られており、アダプタ２５から回転出力が外部機構に伝達される。
【００２４】
　ボトム側軸受け２３はハウジング３の被嵌合部２１に当接配置してあると共にマグネッ
トホルダ１１に形成された係止部３５に係止されて、被嵌合部２１とマグネットホルダ１
１とで嵌合固定してある。
【００２５】
　コイル体７は円筒形状に形成されており、且つマグネット９の外周側にマグネット９と
隙間をあけて配置されている。コイル体７は回転軸５に固定してあり、回転軸５と共に回
転するようになっている。尚、コイル体７にはブラシ２８から整流子２４を経て給電され
ている。
【００２６】
　マグネット９はマグネットホルダ１１の外周に固定されている。マグネットホルダ１１
は、略円筒形状を成し、ボトム側端部の内周径を小さくした段部２９が形成されている。
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マグネットホルダ１１のボトム側端部はハウジング３のボトム１９の内面に当接し、且つ
段部２９で被嵌合部２１の外周面に嵌合している。
【００２７】
　次に、本実施の形態に係るコアレスモータ１の作用及び効果を説明する。コアレスモー
タ１の組立て時には、マグネット９を外周に固定したマグネットホルダ１１のボトム側に
設けた係止部３５にボトム側軸受け２３を係止し、マグネットホルダ１１のボトム側をハ
ウジング３に形成した被嵌合部２１に嵌合することによりハウジング３内に装着する。そ
して、コイル体７を固定した回転軸５のボトム側端部をボトム側軸受け２３に挿通した後
、ヘッドカバーアッセンブリを回転軸５のヘッド側に装着してハウジング３に固定する。
【００２８】
　コアレスモータの駆動は、ブラシ２８に電流を給電すると、ブラシ２８に摺接する整流
子２４からコイル体７に給電され、マグネット９とコイル体７との間に生じる電磁力によ
りコイル体７が回転軸５と共に回転する。
【００２９】
　本実施の形態に係るコアレスモータ１によれば、ハウジング３には、マグネットホルダ
１１との被嵌合部２１をハウジング３の内側に突設形成しているから、外側に突設する場
合に比較してハウジング３の回転軸方向の長さを短くでき、コアレスモータ１の小型化を
図ることができる。
【００３０】
　マグネットホルダ１１との被嵌合部２１をハウジング３の内側に突設させているので、
その分回転軸５の寸法を短くして回転軸５の重量を軽減でき、コアレスモータ全体の重量
を軽減できる。
【００３１】
　マグネットホルダ１１との被嵌合部２１をハウジング３の内側に突設させているから、
マグネットホルダ１１との嵌合量を長く取っても回転軸方向の寸法の制約を受け難く、設
計の自由度が高いと共にマグネットホルダ１１及び回転軸５の取付け強度を高めることが
できる。このように、マグネットホルダ１１及び回転軸５の取付け強度を高めることによ
り、耐衝撃性を高めることができる。尚、本実施の形態に係るコアレスモータ１の耐衝撃
実験をおこなったところ、１０Ｇの衝撃を加えた場合にも回転軸５の傾き異常が無かった
。
【００３２】
　特に、マグネットホルダ１１と被嵌合部２１との嵌合量を長くとることにより、マグネ
ットホルダ１１及び回転軸５の振れや位置ズレを低減できるから、マグネット９とコイル
体７との接触を防止でき、スムーズで長寿命のモータ駆動を得ることができる。
【００３３】
　ハウジング３の被嵌合部２１に対応する凹み３３をキャップ３１で塞いでいるので、ハ
ウジング外面に形成された凹みに塵や水溜まりが生じるのを防止できる。
【００３４】
　ハウジング３の周面に磁性体スリーブ２７を配置しているので、ハウジング３の肉厚を
薄くすることができる。
【００３５】
　ハウジング３の内周面に磁性体スリーブ２７を装着することにより、ハウジング３の外
周面に装着する場合に比較して、磁性体スリーブ２７とハウジング３との間に水等が入り
込むことを防止でき、錆や錆汁の発生を防止できると共に溶接等の接合手段が不要にでき
る。
【００３６】
　本発明は上述した実施の形態に限定されず、その要旨を逸脱しない範囲で種々変形可能
である。
【００３７】
　被嵌合部２１は突設形状を円柱にすることに限らず、角柱状にしてもよく、形状は制限
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【００３８】
　また、被嵌合部２１は複数設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本実施の形態に係るコアレスモータの縦断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】ハウジングのみを取り出して示す図１のＡ－Ａ断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　　　　　コアレスモータ
　３　　　　　　　ハウジング
　５　　　　　　　回転軸
　７　　　　　　　コイル体
　９　　　　　　　マグネット
　１１　　　　　　マグネットホルダ
　１５　　　　　　ヘッド側軸受け
　２１　　　　　　被嵌合部
　２３　　　　　　ボトム側軸受け
　３１　　　　　　キャップ

【図１】

【図２】

【図３】
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